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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん世界好配当利回り株マザーファン
ド」（以下「マザーファンド」といいます。）
の受益証券を主要投資対象とします。なお、
株式等に直接投資することがあります。 

運 用 方 針 

①マザーファンドの受益証券への投資を通じ
て、日本を除く世界各国の株式に投資する
ことにより、安定した配当収益の獲得と投
資信託財産の成長を目標とします。 

②マザーファンドの受益証券の組入比率は、
原則として高位を保ちます。 

③外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

④株式の実質組入比率は、原則として高位を
保ちます。 

⑤資金動向および市況動向等に急激な変化が
生じたとき等、やむを得ない事情が発生し
た場合には、上記のような運用ができない
ことがあります。 

主 な 
投 資 制 限 

①株式への実質投資割合には、制限を設けま
せん。 

②外貨建資産への実質投資割合には、制限を
設けません。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に
基づき分配を行います。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含め
た配当等収益と売買益（評価益も含みま
す。）等の全額とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘
案して決定します。ただし、分配対象収益
が少額の場合は、分配を行わないことがあ
ります。 

 

 
運用報告書(全体版) 

しんきん 

世界好配当利回り株ファンド 

（1年決算型） 

決算日 

（第５期：2023年５月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

ん世界好配当利回り株ファンド（1年決算

型）」は2023年５月10日に第５期の決算を行

いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 標 ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2018年11月16日 10,000 － － 10,000 － － － 1 

１期(2019年５月10日) 9,779 0 △ 2.2 10,351 3.5 92.1 － 117 

２期(2020年５月11日) 7,272 0 △25.6 10,064 △ 2.8 92.5 － 252 

３期(2021年５月10日) 11,688 0 60.7 15,022 49.3 97.7 － 611 

４期(2022年５月10日) 13,709 0 17.3 16,709 11.2 96.6 － 830 

５期(2023年５月10日) 15,753 0 14.9 18,562 11.1 93.5 － 1,368 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 
（注５） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 
 
※ 参考指標はMSCI-KOKUSAI インデックス（除く日本・米ドルベース）を円換算し、2018年11月15日を10,000としてしんきんアセットマネジ

メント投信が算出したものです。なお、当初設定時を10,000として記載しています。（以下同じ。） 
※ ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものでありますが、その確実性および完結性をMSCIは何ら保証するもので

はありません。 
※ この情報はMSCIの営業秘密であり、またその著作権はMSCIに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段そ

の他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用
等することは禁じられています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 標 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2022年５月10日 13,709 － 16,709 － 96.6 － 

５月末 14,634 6.7 17,246 3.2 97.5 － 

６月末 14,359 4.7 16,632 △ 0.5 94.6 － 

７月末 13,795 0.6 17,691 5.9 97.4 － 

８月末 13,475 △ 1.7 17,570 5.2 94.6 － 

９月末 12,603 △ 8.1 16,660 △ 0.3 93.5 － 

10月末 14,240 3.9 18,387 10.0 96.8 － 

11月末 14,806 8.0 18,442 10.4 97.1 － 

12月末 14,079 2.7 16,655 △ 0.3 98.0 － 

2023年１月末 15,023 9.6 17,591 5.3 98.0 － 

２月末 15,658 14.2 18,007 7.8 98.1 － 

３月末 15,211 11.0 18,139 8.6 93.4 － 

４月末 15,615 13.9 18,911 13.2 95.1 － 

(期  末)       

2023年５月10日 15,753 14.9 18,562 11.1 93.5 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。    
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○第５期の運用経過等（2022年５月11日～2023年５月10日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん世界好配当利回り株マザーファンド」を通じて、世界の先進国・

地域（日本を除く）の株式に投資することにより、安定した配当収益の獲得と投資信託財産の成長を目指して

運用を行っています。 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が利上げ幅を縮小し、利上げ停止や2023年内の利下げ観測が高まったこと。 

・米国のインフレのピークアウト期待が高まったこと。 

 

＜下落要因＞ 

・ＦＲＢや欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融引締めが長期化すると懸念されたこと。 

・米国の中堅銀行の経営破綻や一部米国金融機関からの預金流出などにより、金融不安が高まったこと。 
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＜投資環境＞ 
（2022年５～６月） 

グローバル株式市場は下落しました。投資家の景

気後退リスクへの懸念が高まりました。 

市場別に見ると、米国株式市場は下落しました。

ＦＲＢはインフレ抑制のため、５月に0.50％、６月に

0.75％の大幅な利上げを実施し、景気のソフトラン

ディング（軟着陸）を実現することは困難なものにな

ると認めました。ユーロ圏株式市場も下落しました。

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が続き、天然ガ

スが供給不足となる可能性への懸念が高まりました。 

 

（2022年７～９月） 

グローバル株式市場は下落しました。ＦＲＢの利

上げペース減速観測が高まり、７月から８月上旬に

かけて株価が大幅に上昇する局面はありましたが、インフレ率が高止まりする中、ＦＲＢやＥＣＢなど主要

国・地域の中央銀行が大幅な利上げを続け、タカ派的な姿勢を強めたことで、株価は下落して終えました。 

市場別に見ると、米国株式市場は下落しました。パウエルＦＲＢ議長は、７月下旬の米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）において将来的に利上げペースを緩める可能性を示唆しましたが、８月下旬のジャクソンホール

会議において、ＦＲＢは金融引締め政策をしばらく維持する必要があることを表明しました。なお、ＦＲＢは

７月と９月にそれぞれ0.75％の利上げを実施しました。ユーロ圏株式市場も下落しました。ガスや電気料金の

高騰などによるインフレ高進とそれに伴う経済成長への懸念が高まったほか、英国のトラス新政権が打ち出

した大規模な減税策と国債の増発計画を受け、英国などの金利が上昇したことが嫌気されました。なお、ＥＣＢ

は７月に0.50％、９月に0.75％の利上げを実施しました。 

 

（2022年10～12月） 

グローバル株式市場は上昇しました。金融引締め長期化への懸念が相場の重しとなりましたが、インフレの

鈍化とそれに伴う利上げペースの緩和期待が支援材料となりました。 

市場別に見ると、米国株式市場は上昇しました。10月と11月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）の伸びが鈍化し、

インフレのピークアウト期待が高まりました。ＦＲＢは11月に４会合連続の0.75％の利上げを実施した後、12

月に利上げ幅を0.50％に縮小し、利上げペースを緩和しました。しかし、その一方で、ＦＲＢは利上げを継続

する姿勢を示しました。ユーロ圏株式市場も上昇しました。ＥＣＢは10月に0.75％の利上げを実施した後、12

月に利上げ幅を0.50％に縮小しましたが、ラガルドＥＣＢ総裁は「利上げはこれだけでは十分ではない」と述

べるなど、タカ派的な姿勢を示しました。 

 

（2023年１～３月） 

グローバル株式市場は上昇して終えました。利上げペースの緩和期待が高まり、上昇した後、金融引締め長

期化への懸念や欧米金融機関の信用不安の高まりなどを受けて、上昇幅を縮小する局面はありましたが、米国

金融当局などが金融支援策を迅速に打ち出したことなどにより、投資家心理が改善したことや、ＦＲＢが利上

げを停止し、年内に利下げに転じるとの観測が高まったことで、上昇しました。 

市場別に見ると、米国株式市場は上昇しました。シリコンバレー銀行などの米国の中堅銀行が経営破綻し、

金融市場は一時混乱しましたが、米国金融当局が預金保護や資金供給などの金融支援策を発表し、金融不安は

徐々に和らぎました。ＦＲＢは２月に利上げ幅を0.25％に縮小し、３月も0.25％の利上げを実施しましたが、
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ＦＯＭＣの声明文で米利上げサイクルの終焉が近いことが示唆されました。欧州株式市場も上昇しました。欧

州ではクレディ・スイス・グループが経営難に陥り、スイス当局の仲介によりＵＢＳに買収されました。なお、

ＥＣＢは２月と３月にそれぞれ0.50％の利上げを実施しました。 

 

（2023年４～５月） 

グローバル株式市場は小幅に上昇しましたが、景気や利上げをめぐる思わくが交錯し、方向感に乏しい展開

となりました。 

市場別に見ると、米国株式市場は小幅に上昇しました。一部米国金融機関からの預金流出が明らかになり、

金融不安が再燃した一方、主要な米テクノロジー企業が市場予想を上回る決算を発表しました。米国のインフ

レ指標が総じて鈍化傾向にあり、米利上げの停止観測が広がる中、ＦＲＢは５月のＦＯＭＣで0.25％の利上げ

を実施し、利上げ停止の可能性を示唆しました。欧州株式市場も小幅に上昇しました。ユーロ圏の１-３月期

の成長率はプラス0.1％となり、前期のマイナス成長からプラスに転換しました。なお、ＥＣＢは５月に利上

げ幅を0.25％に縮小しましたが、利上げの継続を示唆しました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん世界好配当利回り株マザーファンド」の受益証券への投資を行い、当期を通じ

て組入比率が高位となるように調整しました。 

 

●しんきん世界好配当利回り株マザーファンド 

設定・解約および個別銘柄の収益見通し、配当方針、株主への利益還元などの要素に加え、株価の割安度合

いなどに対する判断結果から、必要に応じて銘柄の加除および入替え等を行った結果、組入銘柄数は期首の44

銘柄に対し、期末時点では40銘柄になりました。なお、運用の指図に関する権限は、シュローダー・インベス

トメント・マネジメント・リミテッドに委託しています。 

 

＜業種構成＞ 

参考指標（MSCI－KOKUSAIインデックス）対比で見た業種別の期中平均組入比率は、次の表のとおりです。 

 

 
 

業種別の期中平均組入比率は、「コミュニケーション・サービス」、「生活必需品」などの業種を参考指標と

比較して高位とし、「情報技術」、「資本財・サービス」などの業種を低位としました。 
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「金融」、「一般消費財・サービス」などの組入れが、ポートフォリオ（米ドルベース）の騰落率に対して主

なプラス要因になり、「情報技術」、「ヘルスケア」などの組入れが、主なマイナス要因になりました。 

 

＜国別構成＞ 

参考指標（MSCI－KOKUSAIインデックス）対比で見た国別の期中平均組入比率は、次の表のとおりです。 

 

 
 

国別の期中平均組入比率は、「イギリス」、「ドイツ」などの国を参考指標と比較して高位とし、「アメリカ」、

「カナダ」などの国を低位としました。 

「イギリス」、「ドイツ」などの組入れが、ポートフォリオ（米ドルベース）の騰落率に対して主なプラス要

因になり、「アメリカ」の組入れが、主なマイナス要因になりました。 
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＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当ファンドは、世界の先進国・地域（日本を除く）の株式に投資することにより、安定した配当収益の獲得

と投資信託財産の成長を目指していますが、特定の指数を上回るまたは連動を目指した運用を行っていない

ため、ベンチマークはありません。 

当期の基準価額の騰落率は＋14.9％となり、同期間の参考指標の騰落率＋11.1％を3.8ポイント上回りま

した。 

主な要因は、業種別では金融や一般消費財・サービスなどでの銘柄選択、国別ではイタリアやイギリスなど

での銘柄選択がプラスに寄与したことです。 

 

＜分配金＞ 
当期の分配金については、基準価額の水準、市場動向等の諸々の状況を勘案して見送りとしました。なお、

収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し運用の基本方針に基づき運用します。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2022年５月11日～ 
2023年５月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,761   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、運用の基本方針に従い、主として親投資信託である「しんきん世界好配当利回り株マザーファン

ド」の受益証券への投資を行い、安定した配当収益の獲得と投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

 

●しんきん世界好配当利回り株マザーファンド 

引き続き、経営力に秀で、質の高い、収益見通しのより明瞭な銘柄の発掘に注力し、特に明確な配当方針を

持つ企業や、株主への利益還元に真剣に取り組む姿勢を明らかにしている企業を選好して投資するとともに、

投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

また、株式組入比率は、原則として高位を保つこととし、銘柄の加除および入替え等が必要な場合は随時

行っていきます。 

なお、運用の指図に関する権限は、シュローダー・インベストメント・マネジメント・リミテッドに委託し

ます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 212  1.463  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (127)  (0.880)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 80)  (0.550)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.034   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.034)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 9   0.062   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  9)  (0.062)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.047   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.040)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.002)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 233   1.606    

期中の平均基準価額は、14,458円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.51％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん世界好配当利回り株マザーファンド 189,799 639,300 83,463 300,700 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

項 目 
当 期 

しんきん世界好配当利回り株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 28,976,769千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 23,766,150千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.21   
 
（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年５月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきん世界好配当利回り株マザーファンド 255,041 361,377 1,367,921 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年５月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん世界好配当利回り株マザーファンド 1,367,921 98.5 

コール・ローン等、その他 21,424 1.5 

投資信託財産総額 1,389,345 100.0 
 
（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきん世界好配当利回り株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,970,043千円）の投資信託財産総額

（27,369,129千円）に対する比率は98.5％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2023年５月10日現在、１ドル＝135.15

円、１ユーロ＝148.23円、１ポンド＝170.65円、１スイスフラン＝151.87円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年５月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,389,345,223   

 コール・ローン等 10,923,260   

 しんきん世界好配当利回り株マザーファンド(評価額) 1,367,921,963   

 未収入金 10,500,000   

(B) 負債 20,796,668   

 未払解約金 10,990,360   

 未払信託報酬 9,768,451   

 未払利息 32   

 その他未払費用 37,825   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,368,548,555   

 元本 868,748,612   

 次期繰越損益金 499,799,943   

(D) 受益権総口数 868,748,612口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,753円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は605,937,713円、期中追加設定元

本額は702,583,670円、期中一部解約元本額は439,772,771円

です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.5753円です。 
 

○損益の状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,431   

 支払利息 △      3,431   

(B) 有価証券売買損益 158,079,850   

 売買益 200,832,665   

 売買損 △ 42,752,815   

(C) 信託報酬等 △ 18,207,638   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 139,868,781   

(E) 前期繰越損益金 107,819,579   

(F) 追加信託差損益金 252,111,583   

 (配当等相当額) (  250,958,613)  

 (売買損益相当額) (    1,152,970)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 499,799,943   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 499,799,943   

 追加信託差損益金 252,111,583   

 (配当等相当額) (  252,830,323)  

 (売買損益相当額) (△    718,740)  

 分配準備積立金 247,688,360   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（47,560,083

円）、費用控除後の有価証券等損益額（92,308,698円）、信託

約款に規定する収益調整金（252,830,323円）および分配準備

積立金（107,819,579円）より分配対象収益は500,518,683円

（10,000口当たり5,761円）ですが、当期に分配した金額はあ

りません。 

（注５） 信託財産の運用指図に係る権限の一部を委託するために要

した費用として、マザーファンドの純資産総額のうち当ファ

ンドに帰属する部分に対して、年１万分の50の率を乗じて得

た金額を委託者報酬の中から支弁しています。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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